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河口湖ステラシアター通信3月号

河口湖ステラシアターサポーターズクラブ募集♪河口湖ステラシアターサポーターズクラブ募集♪河口湖ステラシアターサポーターズクラブ募集♪4月1日（金）から
受付開始
4月1日（金）から
受付開始

一緒に河口湖ステラシアターを盛り上げましょう!!

河口湖ステラシアターや河口湖円形ホールで行われるコンサートの時に、運営スタッフとしてお手伝いい
ただいているボランィア団体です。また、ハーブフェスティバルやショッピングセンターなどでの、チラシ
配布などの周知活動もございます。（主に土日ですが、富士山河口湖音楽祭期間中などは平日のプログ
ラムもございます。）
6月には接遇の基礎研修（必修）、下半期には他県の文化ホール視察研修があり、初めての方でも安心し
てお仕事をしていただける環境づくりを心がけています。

ボランティアに興味のある方、何か新しいことを始めたい方、地域づくりに関わりたい方など、年令・性別を問わず、やる気
のある方なら大歓迎です!!  皆さんで一緒にコンサートを成功させましょう♪

≪サポーターズクラブ≫とは？？

①開場時のチケットもぎり②場内案内
③座布団の配布④プログラムの折込、配布やアンケートの回収　など主なお仕事

　得意な語学を活かしてみませんか??英語・ドイツ語・フランス語等、言語は問いません。河口湖ステラシ
アター、河口湖円形ホールで開催されるコンサートの際、海外のアーティストとの「橋渡し」として、通訳の
お手伝いをしていただける方を募集いたします。
「インタープリター（通訳）」は登録制となり、公演によって参加募集を行います。また、アーティスト滞在
期間中の同行をお願いする場合がございます。
「留学経験がある」「海外に住んでいたことがある」「仕事で覚えた」など、あなたの素晴らしい経験を河
口湖ステラシアター又河口湖円形ホールで発揮してください!!

詳しくは下記までお問い合わせください。
河口湖ステラシアターサポーターズクラブ事務局（河口湖ステラシアター内）　　TEL：７２－５５８８

☆河口湖ステラシアターサポーターズクラブ 「インタープリター(通訳)」募集☆
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指定の申請書に必要事項を記入し、町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）まで直接お持ち下
さい。（郵便、その他の方法では受付できませんので、ご了承下さい。）
※申請書は町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）にございます。ご希望の方はお問い合わせください。

「梶原林作基金」とは、富士河口湖町地域づくりのために、町民の皆さん、または町に縁のある個人及び団体が
行う地域づくり事業に対し、助成を行う制度です。対象となる事業は以下の通りです。
　　　　　※平成23年４月１日から平成24年3月31日までの間に行われる事業が対象です。

教育委員会　文化振興局からのお知らせ

梶原林作基金について、平成23年度助成希望の申請受付を行います。

地域の文化振興に資する事業

活力ある地域づくりのための事業

文化芸術の創作及び成果の発表等

個性豊かで魅力ある地域づくりのための事業

平成２3年３月9日（水）から４月8日（金）まで受付期間

申請方法

本年度の事業助成は今回で終了する予定ですが、助成状況により再度募集を行うことがございます。詳しく
は、お問い合わせください。

お知らせ

町教育委員会　文化振興局（河口湖ステラシアター内）　７２－５５７７（火曜日休館）

助成までの流れ

お問合せ先

各個人、団体は
各事業を実施

締切後、審査会を
開催（5月予定）申請書提出 実績報告書提出 助成金支出

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ７２-５５８８までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

特別合唱団　団員募集！
♪富士山河口湖音楽祭2011（10周年記念特別企画）佐渡裕指揮「カルミナ・ブラーナ（全曲）」♪

♪全国学校ギター合奏コンクール2010金賞受賞「北杜高等学校ギター部スプリングコンサート」♪

詳細決定！！

　今年、10回目を迎える「富士山河口湖音楽祭」。10周年記念特別企画として「カルミナ・ブラーナ（全曲：カール・
オルフ作曲/ホアン・ヴィセンテ・マス＝キレス編）」の公演を開催いたします。

◆公演日：平成２３年８月２０日（土）「富士山河口湖音楽祭ファイナルコンサート」

　　　　 指揮：佐渡 裕　　演奏：シエナ･ウインド･オーケストラ　　朗読：横田 栄司

◆募集対象：山梨県内在住でみんなで合唱をする意欲のある方（初心者の参加も歓迎します）

◆募集人数：「ソプラノ」「アルト」「テノール」「バス」各パート、合計１２０名程度（予定）

◆練習講座日程：４月より、月３～４回程度　◆練習講座会場：勝山さくやホール（富士河口湖町勝山）

◆参加経費：楽譜代等、実費（３,０００円）　◆応募方法：申込用紙、参加募集要綱は河口湖ステラシアターにございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご希望の方はお問い合わせください。

※詳細は、富士山河口湖音楽祭実行委員会事務局（０５５５-７２-５５８８ 河口湖ステラシアター内）へお問い合わせください。

※公式ＨＰにて、最新情報を暫時発信いたします。（公式HP：http://stellartheater.jp/ongakusai/）

　昨年「富士山河口湖音楽祭2010」に参加した北杜高校ギター部が、音楽祭でお世話になった方々、そして富士
北麓の皆様に受賞の報告とお礼の意味をこめてのコンサートを開催します!!

●公演名：北杜高等学校ギター部スプリングコンサート

●日　時：平成２３年３月１９日(土) 

　　　　 開場）午後５時３０分 開演）午後６時

●会　場：河口湖円形ホール　●料　金：鑑賞無料

●ゲスト：吉田高校音楽部・富士河口湖高校音楽部

●曲　目：ギターオーケストラのための

　　　　　海のファンタジー

　　　　　情熱大陸

　　　　　島唄　　　　　　　ほか
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。
町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。

早春企画のご案内早春企画のご案内

迎える春の二人展迎える春の二人展迎える春の二人展

日常使いの器、藍染のショールや
小物などの展示販売を行います。

迎える春の二人展迎える春の二人展

お雛様作り体験お雛様作り体験 端午の節句特別体験端午の節句特別体験

お雛様に囲まれてお雛様に囲まれて

米山　久志（陶芸）
米山のぶ子（藍染）

現在開催中～3月31日(木)
現在開催中～3月31日(木)

⑩匠や　企画展

第3弾

日常使いの器、藍染のショールや
小物などの展示販売を行います。

（12月～3月　午前9時30分～午後4時30分　水曜日休館）

⑪見晴らし屋　企画展
 鏡の中の世界展 ～早春の里が万華鏡に～鏡の中の世界展 ～早春の里が万華鏡に～

斎藤ゆう（硝子）　
斎藤美樹（金工）

≪ビー玉万華鏡手づくり体験≫
料金；2,000円
時間；約30分
対象；小学生～(低学年は大人の方と一緒にお願いします)

万華鏡を覗くと…万華鏡を覗くと…

素焼きのお雛様に、自分好みの着物を着せましょう！アクリル
絵の具で色づけをします。
間近にせまった雛まつり。せっかく
だから手作りしたい、でも時間が…
という方にピッタリです！！

古き良き伝統的なひなま
つり。「ちりめん細工・つる
しかざり」の建物内は、明
治からの歴史ある雛段や
つるし飾りで、春の訪れを
演出します。
この時期ならではのつる
し飾りや可愛らしい布小
物の数々、いつもとは違う
華やかな雰囲気をお楽し
み下さい。

手びねりで陶器の「ふくろうカブト」製作します。その後3週間ほ
ど乾燥し、素焼き、本焼きをして約1カ月前後でお送りします。
（着払い）
陶器は時間がかかるため、早め
からの体験教室開催です。

ひなまつりと『そば』ひなまつりと『そば』
ひなまつりと言えば「菱餅」「白酒」「桃の花」が定番ですが、江戸時
代ではもうひとつ欠かせない供え物が「そば」で、「雛そば」とも言
われたそうです。
ひなまつりの翌日の雛納めの日に
そばを供え、それからひな人形など
の雛飾りをしまった、とも言われて
います。
そんな意外な関係を知ると、そばを
また食べたくなりませんか？
「手打ちそば而今庵」では、ひなまつり特別メニューとして
 3月28日㈪～4月9日㈯ 、「ミニちらし寿司」がついた“ひな祭りセ
ット”をご用意します。

期間；3月1日(火)～31日(木)
料金；2,000円
時間；30～90分
問合せ；土あそび　富士炉漫窯
           TEL 080-5024-5735（まえだ）

期間；3月1日(火)～4月30日(土)
料金；町民特別価格　2,000円
時間；およそ60分
問合せ；土あそび　富士炉漫窯
           TEL 080-5024-5735（まえだ）

つるし飾りの一つ一つに女の子への
健やかな成長への願いが込められて
います。

問合せ；ちりめん細工・つるしかざり
　　　　TEL 090-6141-5859（よこた） 問合せ；而今庵　TEL 080-6673-1711(くぼた)

に  こんあん

いやしの里のひなまつりいやしの里のひなまつり
平安時代から続く伝統的な行事「ひなまつり」
女の子の健康と幸せを願ってお祝いします。
ここいやしの里では、大切に受け継がれてきた
お雛様を飾り、皆様のお越しをお待ちしてい
ます。
また、和紙や陶器、まゆ、ちりめん細工…など、
各棟それぞれ特色のあるお雛様、を飾り付け
「ひなまつり」に華を添えます。
各棟めぐって近づく春を感じていただければ
と思います。
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地上デジタル放送へのご対応をお急ぎください！
～アナログ放送終了まであと４ヶ月です。～

　アナログ放送は、平成２３年７月２４日にすべての放送が終了（完全停波）します。したがって、それまでの間に、
地上デジタル放送を視聴するための準備をしないとテレビを見ることができなくなります。
　アンテナで視聴している場合には、地上デジタル放送対応の受信機とＵＨＦアンテナが必要です。受信機は、
新たにデジタルテレビを購入するほか、アナログテレビに地上デジタルテレビ用チューナーを取り付ける方法もあ
ります。ケーブルテレビで視聴されている場合には、ご加入のケーブルテレビ局へお問い合わせください。

　集合住宅では、宅内ブースターや配線などの設備がデジタル放送に対応していない場合があり、改修等の対応
をしなければご覧になれない場合があります。改修等が必要な場合には工事に時間がかかりますので、地デジ対
応をお急ぎください。なお、ケーブルテレビでアナログ放送をご視聴の場合は、ご加入のケーブルテレビ局へお問
い合わせください。

アパート・マンション等の「オーナー様」、「管理組合様」の皆様へ
～地デジをご視聴いただくための準備はお済みですか。～

　☆集合住宅をデジタル化対応する際、経費負担が過重となる場合に国の助成を受けることができる場合
　　がありますので、次の助成金窓口にご相談ください。

　助成金制度に関するお問い合わせ先
　○総務省　テレビ受信者支援センター　助成金窓口　　電話：０５７０－０９３－７２４　平日９：００～１８：００　
　※ＩＰ電話等、ナビダイヤルがつながらない方は、０３-５６２３-３１２１でお受けしております。

　　総務省では、地上デジタル放送の各種ご相談に応じていますので、詳しくは、デジサポ山梨または、
総務省地デジコールセンターまでお電話ください。
　○総務省 山梨テレビ受信者支援センター（デジサポ山梨）電話:０５５－２１３－２２００
　○総務省 地デジコールセンター　電話:０５７０－０７－０１０１(ナビダイヤル)
　また、デジサポホームページ（http://www.digisuppo.jp/index.html）でもご案内しています。

 

 

 

やまなし消費生活注意報消費生活注意報消費生活注意報
甘い話に危険がいっぱい！甘い話に危険がいっぱい！

特に高齢者が狙われていますので、じゅうぶんご注意ください。

 

ひと言助言

山梨県県民生活センター　０５５－２３５－８４５５
　　　　　　地方相談室　０５５４－４５－５０３８
企画課　７２‐１１２９

アレ？と思ったら

○水の権利は、訪問販売を規制する特定商取引法の指定権利にあたらない
　ため、規制が難しく、クーリング・オフが適用されません。
○断り切れずに契約してしまったり、怪しいと思ったら、すぐに家族や役場、
　県民生活センターに相談してください。

・日本の名水が外国に買い占められようとしており、水の保全のために権利を購入してほしい。 
・以前投資トラブルで被害にあったお金を取り戻しましょうなどと、もちかける。他にこんな手口も

だまされないで！

水資源開発の譲渡担保権など、水の権利に関する、
劇場型の投資トラブルが急増しています。
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町の文化財紹介
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ち
ろ
う

あ
つ  

し

こ
う
へ
い

は
　
る

た
く  

ま
　

そ
う
す
け

し
　
の

そ
う  

た

か
ん  

な

わ
　
か れ

ん
な
お

に
し
き

か
け
る

　
　
今
回
は
本
栖
地
区
の「
公
家
行
列
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

し
ま
す
。

　こ
の
お
祭
り
は
元
々
旧
暦
の
三
月
十
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た

「
山
神
社
」（
御
祭
神
　
大
山
祇
大
神
）の
大
祭
の
出
し
物
で
、

時
代
の
流
れ
で
四
月
に
な
り
、
現
在
の
新
暦
の
五
月
十
七
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。
行
列
に
つ
い
て
地
元
の
言
い
伝
え
で
は
、
武

田
信
玄
が
上
洛
を
果
た
せ
な
か
っ
た
事
を
無
念
に
思
い
、
江
戸

時
代
の
中
期
頃
か
ら
京
都
の
風
俗
を
ま
ね
て
始
め
た
と
い
う

説
と
、
武
田
信
玄
公
の
頃
か
ら
武
田
氏
滅
亡
の
頃
、さ
ら
に
徳

川
家
康
が
甲
斐
国
の
領
主
と
な
っ
た
時
に
、こ
の
地
区
で
関
所

を
ま
か
さ
れ
国
境
の
警
備
に
活
躍
し
た
九
一
色
衆
統
領
の
渡

辺
囚
獄
佑
が
地
域
の
若
者
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
始
め

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
徳
川
二
代
将
軍
の

頃
、
参
勤
交
代
の
制
度
を
作
り
、
大
名
行
列
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、そ
れ
を
ま
ね
て
形
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸

時
代
中
期
と
い
う
説
の
信
憑
性
は
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　さ
て
、
行
列
の
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
先
頭
に
花
笠
満
燈
二

名
、
次
に
刀
、
弓
矢
で
二
名
、
三
列
目
に
挟
箱
二
名
の
計
六
名

で
前
方
隊
を
形
づ
け
ま
す
。
次
に
毛
槍
奴
が
二
名
ず
つ
三
列

続
き
中
間
隊
を
作
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
五
色
旗
、
旗
付
日
章

旗
を
持
つ
な
ど

し
て
後
統
と
呼

ば
れ
る
三
名
が

二
列
に
な
っ
て

続
き
ま
す
。
こ

れ
に
高
張
提
灯

二
名
が
続
き
、

計
八
名
で
後

方
隊
を
作
り
ま

す
。こ
の
あ
と
を

神
官
二
名
と

神
輿
四
名
の
合

計
二
十
六
名

で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
体
の
優
美
で
あ
で
や
か
な
衣

裳
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
見
ど
こ
ろ
は
毛
槍
奴
達
が
行
う「
毛
槍

渡
し
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
前
方
隊
が
「
ア
リ
ヤ
サ
ー
・
テ

ー
サ
ー
」
と
声
を
掛
け
る
と
、
毛
槍
奴
が
「
ア
イ
ヤ
サ
ー
・
テ
ー

サ
ー
」と
答
え
ま
す
。そ
し
て
叫
び
な
が
ら
踊
り
、
相
手
側
と
交

互
に
槍
を
投
げ
渡
し
ま
す
。そ
の
時
に
後
方
隊
が「
ア
ー
ヨ
ー
・

イ
ヤ
ナ
ー
」と
声
を
掛
け
ま
す
。そ
の
後
全
員
で「
シ
ョ
イ
シ
ョ
イ

（
ヨ
イ
ヨ
イ
）
」と
締
め
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。掛
け
声
に
つ
い
て
の

い
わ
れ
な
ど
は
地
元
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　こ
う
し
た
行
列
が
三
百
年
程
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
時
代
絵
巻
を
見
な
く
て
も
臨
場
感
は
十
分
に
味
わ

え
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
当
日
は
午
前
十
時
頃
に
本
栖
公
民
館
を
出
発
し
て
山
神

社
に
移
り
ま
す
。
神
事
を
済
ま
せ
た
後
に
国
道
一
三
九
号
を

河
口
湖
方
面
へ
向
い
ま
す
。
本
栖
地
区
の
は
ず
れ
で
折
り
返

し
、
信
号
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
戻
り
昼
休
み
を
と
り
ま
す
。
午

後
十
二
時
半
頃
か
ら
国
道
三
〇
〇
号
を
北
上
し
、
本
栖
駐

在
所
前
で
折
り
返
し
、
山
神
社
ま
で
戻
る
行
程
で
す
。

　
　
江
戸
時
代
の
往
時
を
偲
ば
せ
る
品
々
や
当
時
の
衣
裳
な
ど

見
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
是
非
一
度
本
栖
の「
公
家
行
列
」

を
ご
覧
頂
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
本
栖
の
公
家
行
列
は
、
旧
上
九
一
色
村
の
当
時
を
含
め
て

現
在
ま
で
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
毛
槍
渡

し
」
と
い
う
技
巧
を
兼
ね
備
え
た
宝
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
無

形
文
化
財
の
指
定
に
理
解
を
求
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
宝
物
を
引
き
つ
れ
て
神
輿
に
乗
ら
れ
る
神
々
様
も
し
か

り
、お
祭
り
を
三
百
年
近
く
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
信
心
深
い
本

栖
の
方
々
も
同
じ
で
し
ょ
う
。

　
　し
か
し
な
が
ら
、も
し
こ
の
お
祭
の
発
起
人
が
渡
辺
囚
獄
佑

で
あ
っ
た
な
ら
、
当
時
の
逸
話
な
ど
か
ら
想
像
し
て
若
者
の
士

気
を
鼓
舞
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
団
結
力
や
そ
の
他
深
い

意
味
を
持
っ
て
始
め
た
す
ぐ
れ
た
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
　こ
の
お
祭
り
が
い
つ
ま
で
も
続
く
事
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
堂
好
也
）
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人口

男

女

世帯

　　26,057人
(＋20)

 12,814人
(＋18)

 13,243人
　(＋2)

 9,205  
(＋13)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

２月１日現在の
人口・世帯

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

日   

時
　
３
月
23
日 (

水)

　
　
　   

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
12
時
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
大
月
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」 

相
談
会

日   

時
　
３
月
25
日 (

金)

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
12
時
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

会
　
　
場
　
中
央
公
民
館

今月の相談日

☆育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。
　相談は予約制（無料）です。

3月22日（火）、4月12日（火）・26日（火）
（毎月第2・第4火曜日開催）

時　間…午後1時30分～／午後2時30分～
場　所…中央公民館　第２会議室

問合せ・申込み先　企画課 【７２－1129】

女性なんでも相談の
お知らせ

女性なんでも相談の
お知らせ

行政相談・心配ごと相談は
予約制です

　相談者や効率的な相談のため、行政相談・心配ごと相談、
弁護士相談は予約制になりました。3月20日の相談の予約
は、3月16日（水）までに町役場企画課（72－1129）まで連絡し
てください。相談時間は、1人20分間とします。

◆県民生活センター
　　県民生活相談　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６
　　（行政・法律・交通事故・内職・住宅土地・労働）
　　甲府市飯田１丁目１－２０ 山梨県ＪＡ会館５階

◆富士・東部地域地方相談室
　　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３
　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　  午前８時３０分～午後５時

◆山梨行政評価事務所
　　　　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６
　　　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　　 午前８時３０分～午後５時

■無料弁護士相談
　毎月４回開設（午後１時～３時30分）
　相談は予約制で、１人当たり30分
　◆県民生活センター相談室（山梨県ＪＡ会館５階）
　　  ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

＝県等の機関が行っている各種相談＝

3月20日（日）
町中央公民館
勝山ふれあいセンター
足和田出張所
上九一色出張所

午前10時～午後2時
午後  1時～ 4時
午後  1時～ 4時
午後  1時～ 4時

町中央公民館　
　　　　午前10時～12時
勝山ふれあいセンター　
　　　　午後1時～3時

実施日 行政相談・心配ごと相談 弁護士相談

白壁　　勝雄　　　 ７２－０１４３　 小佐野成太郎　 ８３－２３２０
渡辺袈裟司　　   ８７－２３１６

町の行政相談委員さんは、

※今月の足和田地区の行政相談所は開設しませんので他の地区をご利用ください。
　（心配ごと相談は行います。）

　町では、毎月20日に多重債務など消費生活問題でお悩みの方々からの相
談に応じて、専門の相談員が対応します。是非ご利用ください。
※相談上の秘密は固く守られます。

■借金問題でお悩みではありませんか！■

〇日　　程　 3月20日（日） 午後1時～3時
〇相談場所　 町中央公民館第二研修室

○相談員　 穂阪四郎　
○問合先　 住民課　72-1114

消費生活相談窓口を
開設しています

○多重債務相談　自らの収入で返済しきれないほどの借金を抱えお悩みの方々からの相談に応じ、
　　　　　　　　 専門の相談員が対応します。
○消費者問題　　不当請求など地域の消費生活に関し、苦情やお困りのことがございましたら相談
　　　　　　　　 に応じます。

《相談内容》

◆県民生活センター（山梨県ＪＡ会館5階）
　 県民生活相談　ＴＥＬ０５５－２３５－８４５５
 　（テレフォンサービス消費専用）０５５‐２３３－３３９９

◆富士・東部地域地方相談室　
　　　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３

＝他の機関が行っている消費者相談等＝
◆甲府財務事務所多重相談窓口
　　ＴＥＬ０５５－２５３－２２６１　
　　 ＦＡＸ０５５－２５３－３３１０
●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　 午前８時３０分～12時、午後１時～４時３０分
※必要に応じ弁護士・司法書士などの専門家に
　　引き継ぎを行います。

3月の多重債務
消費者問題相談日



休日・夜間の救急医の問い合わせ先　☎２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後５時～、土曜日　１２時から、日曜・祝祭日　午前８時～
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宮
内
庁
か
ら
平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

 

「
歌
会
始
」
と
は
、
毎
年
お
題
が
決
め
ら
れ
て
短
歌
が
公

募
さ
れ
、
１
月
中
旬
に
預
選
者(

入
選
者)

が
天
皇
、
皇
族

と
共
に
宮
殿
「
松
の
間
」
に
出
席
し
、
披
講
さ
れ
ま
す
。

長
い
歴
史
を
有
す
る
宮
中
の
歌
会
始
は
，
明
治
７
年
（
１

８
７
４
年
）
に
は
一
般
の
詠
進
が
認
め
ら
れ
，
皇
族
・
貴

顕
・
側
近
な
ど
だ
け
で
な
く
，
国
民
も
宮
中
の
歌
会
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
に
類
の
な
い
国
民
参
加
の

文
化
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

■
お
題
　
「
岸
」

　　（
注
）
お
題
は「
岸
」で
す
が
、「
海
岸
」
、「
川
岸
」の
よ
う
な

熟
語
を
使
用
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
の
期
限
　
平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

■
詠
進
歌
の
提
出
先
　「
〒
１
０
０-

８
１
１
１ 

宮
内
庁
」と
し
、

　
　
　
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詠
進
要
領
は
町
役
場
総
務
課
に
お
い
て
も
配
付

し
て
い
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
町
役
場
総
務
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
２

宮
内
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠
進
歌
の
詠
進
に
つ
い
て

　船津財産区では三ノ段・天上山等の区有地を管理する業務員を募集します。希望される方は、

履歴書と運転免許証のコピー・健康状態がわかる診断書等（町で行う健康診断の結果表でも可）

を持参し、町役場２階総務課船津財産区事務局へ３月１６日（水）までに提出してください。なお

採用可否の連絡は管理会での選考後となります。

健康はいきいきと暮らすための１つの手段です。

自分にあった健康づくりを見つけ、実践していく人が増える。

そんな健康のまちづくりを目指しています。それをどのように進めていくのか、町民の目線で

ご助言いただける方を募集します。

◆資格 要件：本町に住所を有する２０歳以上の町民

◆委員の職務：町民の健康づくりを推進するための重点事項の調査及び審議

◆募集 人員：１０名　　◆委員の任期：３年

◆応 募期間：平成２３年３月３１日（木）までに健康増進課にお申し込み下さい。

●問 合 先：健康増進課　７２－６０３７

健康のまちづくり審議委員会委員を募集します。

船津財産区業務員を募集します。

　　◆住所要件　船津地区在住で、普通運転免許を持っている方

　　◆業務内容　区有地内の伐採・下刈り・清掃等

　　◆採用人員　若干名

　　◆勤務場所　天上山・三ノ段他船津財産区有地

　　◆勤務時間　午前８時～午後５時　４月から１１月までの期間雇用

　　●問 合 先　総務課船津財産区事務局　７２-１１１２


